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新病院建築の鍬入れが昨年 6月 1日に行われ、この

6月 1日で丸 l年が経過しました。現在は、写真のよ

うにすでに 4階部分までの鉄骨が完成し、ょうやくそ

の外観を現して参りました。

新病院は旧看護学校 ・医師官舎跡地の道路に近い位

置が 1階となる 7階建で、延床面積は現病院の約1.9

倍と広くなります。新病院は敷地内で西北の最も天守

閣から離れた位置に建て、また高さも現在の病院より

低くなります。 l～ 3階は放射線治療 ・核診断部、給

食、ボイラ ー・ 電気、医局、事務部門などになります

が、 2階に地域医療研修センタ ーがあり、ホールは今

の1.6倍になり、天井は 3階まで吹き抜けにして高く

なります。

現病院の l階が新病院の 4階部分に当たり、この階

から建物が看護宿舎跡地まで拡がり、床面積が 3階ま

でと比べて約 2倍になります。この 4階に正玄関があ

り、受付、外来、放射線診断部門、救命救急センタ ー

が入ります。 5階から 7階が手術センタ 一、 病棟にな

ります。病棟は、これまで通り 11病棟、550床ですが、

一般病床の個室率は35%に増え、また 4人室も36rrfと

1 ）新病院の完成予想図
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広くなり 、患者様の入院環境が著しく改善されます。

1階に歩行者用玄関を設け、ここからエレベーター

で4階の外来に昇れますので、評判の悪かった「国立

の坂登りJは解消されます。またエレベーターは計15

機を備え、現在の長い 「エレベーター待ち」も解消さ

れると思います。 4階に地域医療連携室、医療情報連

携室、セカンドオピニオン室等を設置し、ハード面で

も医療連携の充実を図ります。

来年 9月建物竣工し、 10月には新病院での診療が開

始される予定です。工事もいよいよ佳境に入り、通院

には大変ご迷惑をおかけ致しております。 このため地

域医療研修センタ 一周囲の駐車は出来なくなり、地域

医療研修センターにお越しの際も恐れ入りますが城内

プール跡地駐車場のご利用をお願L、致します。当院の

新しい駐車場は、新病院開院後、現在の病院を取り壊

し、その跡地に作る予定です。またそこにはヘリポー

トも併設されます。登録医の先生方には今後もしばら

くの聞大変ご迷惑をお掛け致しますが何卒ご理解、ご

容赦下さいますようお願い申し上げます。

（副院長河野文夫）

2）新病院工事の進捗状況
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誠意と感謝
医師免許を手にした日を忘れずに－

赤星内科クリニック

院長赤星佳孝

当院は、四方寄町（旧北部町）に平成11年10月無

床診療所として開業し、平成14年 7月に現在地へと

移転しました。開業当初より 、地域に根ざした医療

をと、いわゆる“町医者”を目指して愚直の一念で

頑張って参りました。これまでやってこれたのも多

くの方の助言や力添えを頂いたおかけ‘と感謝してお

りますO

国立病院機構熊本医療センタ ー （当時は国立熊本

病院）との関わりは、 bicytopeniaを呈する患者様

をお願いしたのが最初でした。その方は、早急な対

応が必要な状態でしたが、情報が少なく紹介先を決

めかねていた時、河野先生がいらっしゃるのを思い

出し図々しくも電話でお願いしてからでした。河野

先生はお忙しいにも関わらず丁寧な受け答えで、状

態を説明すると「分かった。よかよ。すぐに入院の

手配をするから。」と快く引き受けてくれました。

その言葉や声から受けた安堵感は伺とも言えません

でした。

その方は結局HistiocytosisXとの診断で不幸な

転帰をとられたのですが、ご家族の方はとても感謝

されておりました。それから現在まで、内科に限ら

ず多くの患者様をお願L、してまいりましたが、ほと

んどの方から 「良くしてもらいました。有難うござ

いました。」 と感謝の言葉を頂きました。結果報告

など事務的になりがちですが、患者様を通して感じ

られる先生方の医療に対する真剣さや本人 ・家族の

への細かい気遣いには常日頃から感謝しておりまし

た。この紙面をお借りしてお礼申し上げます。

現在は、基幹病院が東パイバス沿いに集中し、国

立病院機構熊本医療センタ ーの担う責務は大変と思

いますが、私も誠意と感謝の気持ちを忘れずに微力

ながら地域医療に取り組んで参りますので、これか

らも今までと変わりなく 、ご指導ご鞭捷の程宜しく

お願い申し上げます。

・・・・！？~）縄，，~－r／~鐸解捌釘倒防μ
日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り

難う ございます。紹介患者様の待ち時聞を短くする

ためにFAX紹介で時間予約ができます。月から金

の日勤帯です。

当院のFAX紹介用紙に受診希望日を入れてお送

り下さし、。担当者がカルテを作成し希望日に時間予

約を取りましてFAXにて返信致します。是非、FAX

紹介での受診日の指定と時間予約制をご活用して頂

き、患者様の待ち時間短縮にご協力下さい。よろし

くお願い申し上げます。

（経営企画室長堤内 俊一）

紹介患者様FA×時間予約のお願い

FAXにて

希望の日時を

申込下さい。

予約時間を

返信いたし

ます。

、・－・，一・・－・・－・・－・・－・・－・！一－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－ー，．ー・，...；・・C 2) 
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診国議包命（1) 

日高道弘
内科一般、白血病、リンパ腫

貧血、腰原病、移植医療
日本内科学会指導医
日本内科学会専門医
日本血液学会指導医
日本血液学会専門医
臨床修練指導医

日本臨床麗療学会暫定指導医
インフェクソョンコントロールドクター

武本重毅

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療

日本内科学会認定医

日本内科学会指導医

外国医師臨床修練指導医

日本医師会認定産業医

日本臨床腫蕩学会暫定指導医

原田奈穂子

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療

日本内科学会認定医

策 達智

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腹原病、移植医療

日本内科学会認定医

児玉章子

内科一般、糖尿病、 高脂血症、

肥満、高血圧、内分泌疾患

診療内容と特色

診療科の特定できない患者様の診療を行っています。

専門にとらわれることなく総合的な見地からの的確な

診断と治療を行い、専門治療が必要な場合はそれぞれ

C 3) 

内科一般、白血病、リンパ腫

貧血、躍原病、移植医療

日本内科学会指導医

外国人医師臨床修練指導医

熊本大学医学部臨床教授

長倉祥一

内科一般、白血病、リンパ腫

貧血、腰原病、移植医療

後天性免疫不全症 （AIDS)

森山英士

内科一般、肺癌、気管支哨息

日本内科学会認定医

がん治療認定医

日本臨床腫療学会暫定指導医

宮中 敬

内科一般、血尿、蛋白尿、

腎炎、ネフローゼ、腎不全、

血液浄化、高血圧、電解質異常

日本内科学会認定医

日本透析医学会専門医

井上佳子

内科一般、白血病、リンパ腫、

貧血、腰原病、移植医療

の診療科へ紹介し、また場合によっては共同で診療し

ています。不明熱、 全身倦怠、原因不明の体重減少な

どの症状、または複数の症状があり診療科を特定でき

ない場合などが対象となります。

月曜会のご案内

毎月第 3月曜、午後 7時より、当院地域医療研修セ

ンターホ ールにて、公開の内科合同カンファランス

（月曜会）を開催しています。内容は、チェストカン

ファランス、院外の先生方の持ち込み症例の検討、担

当科からの症例報告、明日の臨床に役立つミ ニレクチャー

などです。

どうぞお気軽にご参加下さいますようご案内申し上

げます。
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No. 154 

最近のトピックス

脳梗塞治療における最近の動向

脳神経センター

神経内科医長

田北智裕

昨年、厚生労働省は第五次医療法改正に伴って 4疾

患 5事業を指定し、各都道府県の医療計画において医

療連携体制づくりを義務付け、必要な医療機能と担当

医療機関の公表を求めました。この 4疾患の中に「脳

卒中」が含まれており 、熊本県もこれを受けて、県内

における脳卒中急性期拠点病院及び脳卒中回復期医療

機関を先日公表致しました。この急性期拠点病院の中

にこの国立病院機構熊本医療センターも当然入ってお

ります。

脳卒中急性期医療の役割を担うにあたっては、A.

早急かっ確実な診断 ・治療が行える体制、B. 回復期

を含めた後方支援病院との連携、の2点が特に重要です。

Aに関しては、重要なポイントの 1っとして血栓溶

解療法を行えるかどうかが挙げられます。

2005年の10月より脳梗塞においてtPA(alteplase) 

静注による血栓溶解療法が正式に認可されました。対

象は、発症時刻が明確で、発症後 3時間以内に治療開

始可能な、比較的重症の脳梗塞患者です。閉塞した血

図 1

脳神経センター神経内科（No.4) 

( 4) 

栓を溶解し血流を再開させ、梗塞にまで至っていない

脳組織を助けるこの治療法は画期的ですが、神経症状

の劇的な改善が期待できるという反面、出血をきたし

最悪の場合死に至る可能性も含んでおり、高度な判断

を必要とする難しい治療法です。

本治療を行うにあたっては、適応症例を選択する上

で厳しい基準があり、更に以下の施設基準が設けられ

ています。 1. CTあるいはMRIが24時間可能である。

2.急性期脳卒中に対する十分な知識と経験を持つ医

師（日本脳卒中学会専門医など）を中心とするストロー

クチ ーム及び設備（SCUあるいはそれに準ずる病棟）

を有する。 3. 脳外科的処置が迅速に行える。 4. 実

施担当者が日本脳卒中学会の承認する本薬使用のため

の講習会を受講し、その証明を取得する。

これら 4つの基準を当院はクリアしております。

下図に当院で実際血栓溶解を行った患者様の頭部画

像を示しておりますが、図 1にて認められている左中

大脳動脈の閉塞が、発症 2時間30分後のalteplase投与

によって、図 2では閉塞部が再開通していることがわ

かると思います。本症例は来院時右上下肢はほぼ完全

片麻揮で全失語状態でしたが、最終的に右片麻揮はご

く軽度に、失語も言語理解は良好になるまで改善しま

した。このように当院では脳梗塞超急性期における診

療体制も十分に備えております。

また、 Bの後方支援病院との連携についても、この

4月から正式に脳卒中地域連携バスを運用しながら情

報交換を行い、急性期だけでなくその後の回復期や維

持期あるいは自宅復帰までも見据えた治療を展開して

いければと考えております。

図 2
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「覇董睡賓館傍

産婦人科医長
にし むら ひろし

西 村弘
平成20年 4月より当院産婦人科に勤務しております西

村弘です。出身は下関市で昭和57年に熊本大学医学部を

卒業し産婦人科へ入局しました。その後大学院を卒業し

てから外勤・医員を経て、平成4年 7月より平成18年 3

月まで下関厚生病院に勤務しておりました。生まれ故郷

呼吸器センター

呼吸器内科
もり やま えい じ

森 山英士
4月 1日から呼吸器内科勤務となった森山英士と申

します。 1992年に宮崎医科大学を卒業し、熊本大学第

一内科に入局しました。 2年間の研修の後、宮崎県立

心臓血管センター

循環器科
こ が ひで のぷ

古 賀英信
4月より循環器内科勤務となりました古賀英信です。

平成 9年熊本大学医学部卒業、 12年目です。

熊本中央病院、熊本赤十字病院、荒尾市民病院にて

感覚器センタ一

眼科

浦野
同
且
貝 之

平成20年 4月より眼科で勤務させて頂くことになり

ました浦野貴之と申します。

平成11年 3月に熊本大学医学部を卒業後、熊本大学

眼科学教室へ入局致しました。研修医時代は大学病院、

で勤務を続けるつもりでしたが、昨今の産婦人科医減少

の影響から熊本県にて再度勤務するように依頼され、牛

深市民病院と天草中央病院にて天草郡市の周産期医療の

再編成と体制づくりに尽力しておりました。体外受精等

不妊・内分泌が専門分野でしたが、今回はかねてからの

希望が叶い、婦人科腫蕩学を当院にてあたらせて頂くこ

とが出来るようになりました。

熊本県の中核病院としての役割をますます発揮出来る

ように当院にて努力するつもりですので、宜しくお願い

申し上げます。

延岡病院・熊本再春荘病院・水俣市立総合医療センタ ー

に勤務しました。

1997年より 3年間国立がんセンタ ー東病院にて呼吸

器内科レジデントとして研修し胸部悪性腫虜を中心に

臨床腫虜学について学びました。その後は、熊本大学・

熊本再春荘病院・熊本赤十字病院に勤務し、肺癌を中

心に診療させて頂きました。色々とお世話になる事も

あるかと思われますが、御指導御鞭捲の程よろしくお

願い致します。

冠動脈インタ ーペンション（PCI)を中心に循環器治

療を行い、大学院にて 3年間血管内皮細胞由来の内皮

細胞障害マーカーに関する研究で学位を取得しました。

卒業後は天草地域医療センタ ーにてインタ ーベンション

を中心に虚血性心疾患、心不全、ペースメ ーカー治療

などに 2年間従事しました。 PCIに関してはlessin-

vasiveであるTRI(radial artery approach interven-

tion: TR愛）をモットーにしております。

よろしくお願いします。

熊本赤十字病院で過ごし、その後は高千穂町国民健康

保険病院、再び大学病院で勤務を致しました。医師5

年目に大学院へ進み、眼科領域にて重篤な視力障害を

来す疾患、糖尿病網膜症や加齢黄斑変性症の中心的な

病態である血管新生について研究を致しました。

昨年春に大学院を修了、大学病院勤務を経て当院勤

務となりました。当院では眼科である専門性を活かし、

他科の先生方と連携を取り、より良い医療とは何かを

考え、努力して参りたいと思います。

何卒、ご指導ご鞭慢のほどよろしくお願い致します。

C 5) 

441 



2008年 6月1日 くまびょうNEWSNo.132 

覇佳車整員組合｝

外科
まつ もと かっ たか

松 本克孝
4月より赴任致しました、松本克孝と申します。ど

うぞよろしくお願い致します。

平成14年から16年 6月まで当院に勤務させて頂きま

したので、私の顔に見覚えのある方も多いかと思い

ます。

平成11年に順天堂大学を卒業し、 2年間の外科研修

の後に、平成13年に父 ・祖父の出身医局である熊本大

消化器病センター

消化器科
おの うえ さみ

尾 上公
問
位一山

この度、熊本大学医学部附属病院の消化器内科より

異動して参りました尾上と申します。医師 8年目にな

ります。

大学では食道静脈宿、炎症性腸疾患、消化器癌の化

感覚器センタ一

皮膚科
まき の かつ なり

牧 野雄成
2008年 4月より皮膚科勤務となりました牧野雄成と

脳神経センター

神経内科
たか まっ こうたろう

高松孝太郎
本年 4月よりお世話になっております高松孝太郎

です。

平成15年に熊本大学医学部を卒業、熊本大学神経内

科に入局しています。平成16年10月から 3月までの半

442 

学第二外科へ入局、大学病院で 1年間研修し、国立熊

本病院（当時）へ外科レジデン卜として 2年間勤務を

致しました。その後、国立病院機構都城病院に外科医

師として約4年間勤務し、今回の異動となりました。

都城病院では、部長を含めた 4名の外科医師ととも

に、馬車馬（ぴったりの表現だと思います〉の如く、

外来 ・手術 ・化学療法 ・内視鏡検査 ・治療などを行っ

て参りました。今回、再び当院に勤務することができ

て本当に嬉しく思っております。

今年で節目の10年目 とな ります。諸先生方にはし、ろ

いろとご迷惑をおかけするかと思いますが、宜し くご

指導賜りますようお願い申し上げます。

学療法、重症牌炎を中心に診察して参りました。今後

は、今までの経験を生かしつつ、救急疾患、外来診療

を学びたいと考えております。

救急車とはあまり縁の無い生活をしばらく送ってい

たため、不安な点もあります。また、オーダーの仕方

や、病院のシステムにもまだ慣れていませんのでご迷

惑をかける点が多々あ ると思います。

今後、国立病院機構熊本医療センタ ーの一員として、

皆様のお役に立てるよう頑張りたいと思いますのでよ

ろしくお願し、致します。

申します。

2003年信州大学医学部を卒業、熊本赤十字病院で 3

年間研修医、救急医として勤務後に熊本大学皮膚科に

入局致しました。その後、麻生飯塚病院勤務を経て、

今年より当院勤務となっています。

皮膚病の診療を通して患者様が健康に過ごせるよう

努力する所存です。宜しくお願い致します。

年間は国立病院機構熊本医療センタ ーで研修させて頂

きました。その後、平成17年度は熊本市民病院神経内

科、平成18年度は大牟田天領病院神経内科で勤務、今

年 3月までの1年間は国立病院機構熊本再春荘病院で

神経難病（筋ジス トロフィ一、 ALS、ノfーキンソン

病等）を中心に診療しておりました。昨年度は、神経

難病患者様を中心に治療しており、救急症例は少なく 、

4月からの勤務には不慣れなこともあると思います。

他科の先生方にお世話になることも多々有ると思いま

すが、何卒よろ しくお原郎、致します。

( 6) 
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消化器病センター

消化器科
さ とう ゆき

佐藤有紀子

今年度よりお世話になります消化器科の佐藤有紀子

です。

熊本大学医学部附属病院 ・福岡徳洲会病院で前期研

精神・神経科
こ やま いっ せい

小 山一静

はじめまして。2008年 4月 1日より、精神・神経科

で勤務させて頂くこととなりました小山一静と申します。

外科
み ま こう すけ

美 馬浩介

4月から外科で勤務させて頂くことになりました美

整形外科
た はら じゅん

田 原隼

4月より整形外科に勤務させて頂くことになりまし

た田原隼（たはらじゅん）と申します。

平成17年に熊本大学医学部を卒業後、研修医 2年聞

を経て、平成19年に熊本大学整形外科に入局し、今年

が 2年目となります。

修後、昨年度は熊本大学医学部附属病院消化器内科で

1年間後期研修を行いました。

国立病院機構熊本医療センタ ーは症例数が多く救急

も充実しているため、大変ですがやりがいのある職場

だと感じます。

まだまだ勉強中ですが、少しでも患者様に貢献でき

るよう頑張りたいと思っています。

よろしくお願い致します。

2005年に長崎大学を卒業し、熊本大学医学部附属病

院で 1年間、天草中央病院で 1年間の研修（スーパー

ローテート）を行いました。昨年、熊本大学神経精神

科に入局し、大学で勉強させて頂きました。

元来ゆったりとした性格なもので、地域の救急病院

として活躍する当院でお役にたてるかわかりませんが、

笑顔を大切に皆様方に必死で、ついていきたいと思いま

すのでご指導ご鞭捷のほどよろしくお願い致します。

馬浩介と申します。 2005年に熊本大学医学部を卒業後、

2年間の初期臨床研修を終了し、2007年に熊本大学大

学院消化器外科学教室に入局しました。入局後 2年目

となります。

とにかく何事にも積極的に取り組む姿勢で頑張りた

いと思いますので、何卒、御指導御鞭撞のほどよろし

くお願し、致します。

国立病院機構熊本医療センタ ーには研修医の 1年目

に勤務し、各科の先生方にご指導頂きながら多くの経

験をさせて頂きました。

当院の整形外科は骨折や外傷症例が多く 、知識 ・経

験ともに力不足を感じることばかりですが、指導して

くださる先生方やスタッフに恵まれ、充実して診療に

取り組んでおります。

整形外科医としてほんのスタ ート地点にた ったばか

りであり、ご迷惑をおかけすることもあるかもしれま

せんが、ご指導ご鞭撞の程よろしくお願い致します。

圃原稿を事集致します圃
登録医の先生の投稿を歓迎致します。 400～800字程度を基準にお願い致します。

送付先 干 8600008熊本市二の丸 1-5
国立病院機構熊本医療センター 『くまび、ょう NEWS』編集室まで
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2007年 4月より国立病院機構熊本医療センタ ーの初

期臨床研修でお世話になっております、柳津哲大と申

します。

1年次に血液内科、呼吸器科、消化器科、外科、救

命救急、部、麻酔科を回り、先生方を始め看護師さんな

科
だ
田

人鵬
首 ゅ周

はじめまして。国立病院機構熊本医療センタ ーの初

期臨床研修プログラムでお世話になっております、山

田周と申します。

私は、大分上野ヶ丘高校から熊本大学医学部へすす

み、2007年 4月より研修医として働き始めました。昨

年度は代謝 ・内分泌内科、消化器科、神経内科、外科、

救命救急部、麻酔科と研修し 1年を終えました。本年

は泌尿器科、精神科と研修し、 6月より産婦人科で研

修させて頂いております。

もともと国立病院機構熊本医療センタ ーでの研修を

選んだ理由は、学生時代の実習中に感じた、スタッフ

同士の垣根の低さからでしたが、実際に働いてみて、

想像以上に垣根が無いことに驚かされました。話しか

どメディカルスタッフの方々のおかげで何とか1年間

乗り切ることが出来ました。ありがとうございました。

2年次は精神科、整形外科、地域医療、産婦人科、循

環器科、放射線科、形成外科、小児科、腎臓内科、神

経内科、皮膚科を回らせて頂きます。ご指導、ご鞭撞

のほどよろしくお願い致します。

あっという聞の 1年でした。 lつの科が終わり、振

り返るまもなく次の科がやってくる。詰め込むだけ詰

め込んで、なかなか消化できないといった印象でした。

そうした中でも、少しずつ出来ることが増え、得た知

識を使ったり、患者様やご家族との接し方も上達して

きたかなと思っております。

来年以降のことも見据えて、自の前のことを 1つ l

つ真剣に取り組んでいきたいと思います。そして、患

者様のため日々精進していきたいと思います。

けるのも樺られる様なベテランの先生方が、廊下をす

れ違いざまに気軽に話しかけてくださる。食事を取る

暇も無い程忙しい先生が、一言相談すると30分もかけ

て教えてくださる。臨床について何一つ知らない状態

でスタ ー卜 した私ですが、この様な暖かい環境の中で、

指導医、看護師をはじめ、たくさんのスタッフの方々

に助けて頂き、どうにか 1年聞を乗り切ることができ

ました。本当に基本的な事から丁寧に教えて頂き、皆

様には非常に感謝しております。嵐のように過ぎ去っ

た1年間でしたが、その中で多少なりとも成長を実感

できるようになりました。

この 4月からは新採用の研修医、看護師を迎えまし

た。自分がそうして頂いた様に、微力ながら手助けを

したし、。また決して思い上がらぬように、謙虚に積極

的に、残り 1年の研修期聞を過ごしていきたいと思っ

ております。

今後ともご指導、ご鞭撞のほど、よろしくお願い申

し上げます。

ふ〆ヘ＼

ホームべーラをご刺田下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。

見 くま問EWS附ら継続して掲載さ仰す
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． ． 研修のご案内 ・圃．． 
｜第 113回月曜会（無料） 目
｜ （内科症例検討会） 園

｜ ［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ 園

日時惨平成20年 6月 16日（月） 19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

1.胸部X線写真供覧 国立病院機構熊本医療センタ ー呼吸器センター呼吸器内科医長 柏原光介

2.持ち込み症例の検討

3.症例呈示「消化器症状で発症した心筋炎の 1症例」

国立病院機構熊本医療センタ 一心臓血管セン ター循環器科 原田恵実

4. ミニレクチャ ー 「t-PA静注療法と注意点」

国立病院機構熊本医療センター脳神経センタ ー神経内科 幸崎弥之助

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線写真、心電図等がございました ら、ご持参下さいますようお願い致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター内科部長清川 哲志 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX : 096 325-2519 

ー22回熊本がんフォーラム（無料） I 

日時砂平成20年 6月18日（水） 18 : 30～20: 30 

場所惨国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

司会国立病院機構熊本医療センタ ー産婦人科部長 三森寛幸

「若い女性にしのびよる子宮頚がん～あなたは子宮を失うことをイメ ージしたことがありますか～」

熊本大学大学院医学薬学研究部婦人科学教授 片測秀隆

その他、 一般演題を数題準備 しています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー研修部長清川 哲志 TEL: 096 353-6501 （代表） FAX: 096-325 2519 

第 82回 木会（無料）
（糖原病、高脂血症、高血圧を語る会）

旧本医師会生涯教育講座 3単位認定］

［日本語尿病穣養指導士認定更新のための研修単柱く2群＞0.5単位認定］

日時惨平成20年 6月 19日（木） 19 : 00～20: 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センター教育研修棟4F 

1 .「2型糖尿病の治療中に中心性肥満を呈しクッシン グ病と診断された 1例」

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センタ ー内分泌・代謝内科

豊永哲至、西岡裕子、児玉章子、高橋毅、東輝一朗

2 「ステロイドパルス療法中のインスリン治療について」

自衛隊熊本病院 安谷屋徳章、小西美絵乃

3.「糖尿病と勝臓癌 一糖尿病は梓臓癌の早期診断につながるのか一」

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センタ ー内分泌 ・代謝内科

東輝一朗、西岡裕子、児玉章子、豊永哲至、高橋毅

なお、興味のある症例、疑問・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願い致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長東輝一朗 TEL096-353-6501 （代表）内線705

「第91回 救急症例検討会（無料） I 
日時砂平成20年 6月25日（水） 18 : 30～20: 00 

場所惨国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

テーマ：症例検討 「精神科救急」 国立病院機構熊本医療センター精神科医長 渡遺健次郎

医師、 薬剤師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、栄養士、救急救命士、救急隊員、事務部門等全ての医療従

事者を対象とした症例検討会です。医師以外の方にも理解できるよう配慮した内容にしています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 T且 096-353-6501（代表） 内線263096-353-3515 （直通）

第223回初期治療講座（会員制）｜ 日時砂平成20年 6月28日（土） 15 : 00～18 : 00 

［日本医師会庄吾勃害謹庫民単佑顎曹1 ｜ 場所砂目立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

「慢性腎臓病（CKD）対策」 座長 熊本県医師会理事 飯星元博

1 .大学病院の立場から 熊本大学医学部附属病院腎臓内科 江田幸政

2.市民病院の立場から 熊本市立熊本市民病院腎臓科部長 中村享道

3. 国立病院機構熊本医療センターの立場か ら 国立病院機構熊本医療センター腎センター長 富田正郎

この講座は有料で、年間10回を lシリーズ （年会費20,000円）として会費制で運営しています。但 し、 l回だけ

の参加を希望される場合は会費5,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096 353 6501 （代表）内線263 096-353 3515 （直通）
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6月 研修ホール 教育研修棟4階 そ の 他
8 00 MGH症例検討会 C 

2日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjlj 6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

18 00～19: 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
3日 (:kl 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化器疾患カンファレンス ,C.、リノ、
7 50 整形外科症例検討会 C 

5日同 17～19 循環器カンファ レンス C 
17 30 超音波カンファレンス 心、リハ
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

6日 （鉛 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

7日 ω 14 00～16・00 串 206回滅菌消毒法講座 《会員制》
「滅菌の基礎」 国立病院機構熊本再春荘病院麻酔科医長柴田義浩

8 00 MGH症例検討会 C 
9臼 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日lj6 

17～18 小児科カンファレンス 外来
19 00～20 30 熊本県臨床衛生検査技師会 18: 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 

10日 ω 一般検査研究班月例会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
17 30 消化器疾患カンファレンス ,L、＇）／、
19～21 泌 ・放射線科合同ウロクラム C 

18 30～20 00 病薬連携研修会 7 50 整形外科症例検討会 C 
12日射 17～19 循環器カンファレ〆ス C 

17 30 超音波カンファレンス 』ι、＇）ハ
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 OJ 消化器病研究会 C 

13日働 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

9 30～16 00 第22回 ナースのための心電図セミナー 〈会費制〉
〈様漬〉心電図の基礎 国立病院機嫌熊本医療センター循環器科医長 宮尾雄治

各積心疾患における心電図 国立病院機構熊本医療センター循環器科医長藤本和輝

14日比）
不整脈 末藤内科循環器科院長 末藤久和

〈実習〉 心電百十の取り扱い方 国立病院機構熊本医療センター循環器科医長藤本和輝
国立病院機繕熊本医療センター循環器科 古賀英信
国立病院機構熊本医療センター循環器科 原因恵実
国立病院機構熊本医療センター循環器科 金津尚徳

19 : 00～20: 30 第113回 月障会 （内科症例検討会） 8 OJ MGH症例検討会 C 
16日 伺） ［日本医師会生涯教育議座 3単位鰐定］ 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日lj6 

17～18 小児科カンファレンス 外来
18 00～19: 30 第43固 くすりの勉強会 （公開） 18 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 

17日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
17 30 消化器疾患力ンファレンス J心リハ

13: 00～17: 00 鎗尿病教室 12～13 糖尿病教室 研食
18: 30～20: 30 第22回熊本がんフ方ーラム

「若い女性にしのびよる子宮頚がん

18日 （7]<) ーあなたは子宮を長うことをイメージしたことがありますか J
司会 国立病院機構熊本医療セン歩一産婦人科部長

三森寛幸
講師 熊本大学大学院医学薬学研究部婦人科学教授

片l'J 秀隆
19 30～21 30 第49固有病者歯科医療講演会 19: 00～20 45 第82回 z木会 7 50 整形外科症例検討会 C 

座長 熊本市歯科医師会長古賀 明 （糠尿病、高脂血症、高血圧を跨る会） 17～19 循環器カンファレンス C 
19日 附 「歯科医療に必要な認知症の知識J ［日本医師会生涯教育情座 3単位箆定］ 17 30 超音波カンファ レンス J心＇）ノ、

熊本大学大学院医学薬学研究部脳機能病態学教綬 ［日本語阜商重要指導士宮n新曲t柏町田陣単位く1群＞0.5単世I!)[] 18～19 代謝内科カンファレンス M 
池田 山寸C

8 00 消化器病研究会 C 
20日制 8 00 麻酔科症例検討会 手

17～18 救急部カンファレンス C 
8 00 MGH症例検討会 C 

23日開） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjlj 6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

18 30～20 30 血液研究班月例会 18 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
24日 ω 19・00～21 00 小児科火曜会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化器疾患カンファレンス 心、リハ

25日 （水）
18 30～20・∞第91回 救急症例検討会

「精神科救急J
18 30～20 00 日本臨床細胞学会能本県支部研修会 19 00～21 00 熊本脳神経疾患懇話会 7 50 整形外科疲例検討会 C 

26日附 17～19 循環器カンファレンス C 
17 30 超音波カンファレンス J心＇）j、
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

27日 幽 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

15: 00～18: 00 第223回初期治療講座 《会員制》 ［日本医師会生涯教育講座 5単位惚定］
座長 熊本県医師会理事 飯星元博

28日出
「慢性腎臆病（CKD）対策J
，.大学病院の立場から 熊本大学医学部附属病院腎膿内科 江田幸政

2. 市国立民病病院院機構の熊立本場医か療ら3. センターの立場から
熊国立本病市院立機熊構本熊市本民医病療院セン腎タ厳ー科腎部セ長ン 中村 享道9一長富田正郎

8 08 MGH症例検討会 C 
30日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjlj 6 

17～18 小児科カン 7 ァレノス 外来
（会）会議室 C病院本館2階カンフ ァレンス 手 手術室控室 目lj6 g1J 6病棟 外来 小児科外来 M ミーティングルム 心リハ 心大血管 リハビリテーションセンター 研食 教育研修練食堂

問い合わせ先 干8600008 熊本市二の丸 1番 5号 国立病院機構熊本医療センタ 一地域医療研修センター

TEL 096 353 6501 （代）内線263 096 353 3515 （直通〕
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